平成29年度 第9回　機械流通委員会議事録
開催日時　平成30年3月6日（火）午後1時00分から
開催場所　東北遊技機商業協同組合　会議室
第1号議案　中古遊技機移動に伴うガイドブック及び手帳(ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ)に関する件
ほくとう通信社 友道氏を交え、製作進捗及び相見積りを確認し製作金額･製作部数を了承した。
⑴　ガイドブック
　　①　ほくとう通信社･･･約300万円
　　②　娯楽産業協会･･･約316万円
※　ほくとう通信社へ委託するとし、部数を平成24年同様2,000部とする。
⑵　遊技機取扱主任者手帳(ハンドブック)（68ページ･600冊）
①　ほくとう通信社･･･約100万円
　　②　娯楽産業協会･･･約120万円
　　※　ほくとう通信社へ委託するとし、部数については現在QRｼｽﾃﾑを付加している身分証明書を所持している取扱主任者約280名分及び今後の新規取扱主任者分として500冊とする。
　今後については、ガイドブックのサンプルを預かり内容を精査する。
　支払い、納品については年度内とすることが確認された。
第2号議案　設置外の中古ぱちんこ遊技機への部品供給に関する説明会の件
先般、平成30年2月14日に全商協において日本遊技機工業組合(日工組)による説明会が開催されたことにより、下記日程にて当組合中古取扱販社の実務に精通し携わっている「1社2名(代表･事務方等条件は問わない)」までの方を対象に説明会を開催する。
1 　開催日時　平成30年3月13日(火)午後2時から　メルパルク仙台2階･ｿｰﾚ
⒉　出席者　
　　　講　師･･･桜井委員、柳委員(廣村商事)(補助員)
　　　同席者･･･永山委員長、山内副委員長、跡治委員
　　　受講者･･･54名（37社）3/05現在
⒊　説明事項について
⑴　説明内容
　①　設置外の中古ぱちんこ遊技機への部品供給の手びき
　②　詳細フロー
　③　ぱちんこ部品発注依頼書兼取付報告書
　⑵　組合員からのＱ＆Ａ
Q1　一次販社がわかる一覧表が欲しい。
A1　(日工組)一覧表は準備されないため、メーカー個社に確認してほしい。
　　公表しないメーカーがあると思われるので危惧するところである。
Q2　点検確認受渡書と部品発注依頼書兼取付報告書の原本を紛失した場合の対処法は。
A2　原則、設置時の点検確認日より3年間と期間が長いため、原本をスキャンし保存していただきたい。

第3号議案　設置外の中古ぱちんこ遊技機への部品供給に関する取次手数料の件
取次手数料について、再度検討することの全商協から通知があり討議された。
⒈　一次販社取次手数料
取次ぎ手数料は5,000円(運賃は別途)、変更なし。
⒉　組合取次手数料
1,000円で運用を開始して、状況により値下げを検討する。なお、組合から書類作成業者への発送に関しては着払いとする。

第4号議案　ヤマトホームコンビニエンス㈱との運送業務に関する件
ﾔﾏﾄﾎｰﾑｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ㈱(以下、YHC)と回胴遊商東北支部との進捗状況について事務局より報告された。東北支部組合員の情報リストを2月中旬にYHCへ提示し、4月･5月頃から運用開始できるよう検討･交渉をしている模様である。3月中旬にYHCより結論が出る予定である。
※　契約までの大まかな流れ
YHCと組合が契約し、組合はYHCに販社を紹介しYHCと販社が契約を行う。
※　金額
YHCとすでに取引きをしている販社については、現状のままと伺っている。

第5号議案　顔認証システム携帯端末に関する件
はじめに、事務局より京セラ製「TORQUE G03」及びパナソニック製「FZ－N1」機器のみについての、組合員並びに組合の支払い額についてのシミュレーション表を基に説明がされた。
委員長、組合は書類代金の還元を行っており、端末機器代金を補填することは如何なものかと思う。また、組合員にも負担を掛けさせないことを念頭に置き検討していただきたい。
機器について、中国遊商が推薦するパナソニック製「FZ－N1」のデモ機をKDDIよりお借りし、テストが出来るよう中部遊商にアプリをダウンロードしていただいた。
実際操作を行った結果、現行のE06SH(ガラ携)の動作より格段に反応が速く、操作性に問題は無かった。なお、中国遊商においては、3月5日より組合員へ機器5台を貸与しテスト検証中である。
京セラ製「TORQUE G03」を推薦する東日本遊商においては、2月26日より3月9日までの期間で機器15台を組合員へ貸与し、テスト結果レポートを3月9日までに提出することとされている。既にレポートを提出している組合員がおり、問題なしとの回答が出ている。問題が無いようであれば、4月中に組合員へ配布し、端末を組合に持込まれた順に随時現行のE06SH(ガラ携)から登録変更をおこない4月下旬から運用を開始する予定である。
　なお、対象2機器の状況報告を受け、機器及びシステム運用方法を学ぶべく中国遊商･東日本遊商へ訪問する。先方の都合もあるが、3月28日に中国遊商、4月11日に東日本遊商へ伺うことを了承された。

第6号議案　代表者講習会(2月27日開催)に関する件
2月27日に開催する代表者講習会について、当委員会からとして下記の講話を行った。
⒈　大久保委員に、主題「本業界の現状課題を見定め、課題解決と今後の各販社の実績の向上」と称し、
⑴　認定機に関する種々の注意点（今後、各販社にて行うこと）
⑵　認定機と検定機の混在により予見される問題点
⑶　廃業・閉店ホールの問題、等についての講義をおこなった。
⒉　柳委員より、「新基準に該当しない回胴式遊技機の設置比率」の実態調査業務委託についての説明を行った。
⑴　委託期間
平成30年3月1日(木)から平成30年3月9月(金)まで
⑵　業務委託料金
　　調査件数1社あたり10ホール。一律324,000円(消費税、交通費等を含む)
⑶　業務報告書(兼調査費請求書)及び調査結果表の提出期日
　　　平成30年3月20日(火)までに、必要事項を記載し押印した原本を提出。
　また、同講習会において、
· (特定社会保険労務士)小山由紀子氏に
「ここがポイント！ブラック企業と言われないための労務管理」
· 社会貢献委員会活動報告
· (サンキョー株式会社人材開発部)栗山昌人氏に
依存防止策・ホールにおける「パチンコ・パチスロアドバイザー制度」と「自己申告プログラム制度」について、以上の内容の講義が行われた。

第7号議案　全商協システム(QRシステム)に関する件
　第1回全商協システム(QRシステム)に関する打合せがTV会議により3月19日（月）　午後2時より開催される。出席者を、全商協機械流通委員長として髙橋理事長、東北遊商担当者として大久保･柳(廣村商事)委員、オブザーバーとして永山機械流通委員長、事務局より千葉局長等を含む5名とする。
※　QRシステムの方向性について、ブラウザ方式(Web化)を採用して、Windowsがバージョンアップしていく状況に対応できるようにするためである。
第8号議案　点検確認用「腕章」に関する件
受付を2月13日で終了し、11社より51枚の希望が挙がり全商協へ発注を行った。
　全商協より、腕章が届きしだい発送する。
※　一昨年、日工組より無償で新台メーカーを含め62社分430枚を提供された。
今回の配布については1枚500円(税別･送料別)の有償であるが、当組合では組合が負担をすることとする。
※　中古機流通協議会において、日中の点検確認作業時に、遊技客に疑念を抱かれない様にするため点検確認中であることを掲示し、腕章を付けた状態で作業をするという運用で統一することになり、2月6日東北遊商発第11号により通知済み。
第9号議案　「新規」取扱主任者講習会開催に関する件
⑴　3月度「新規」取扱主任者講習会に、1社1名の希望があり柏木委員の講師の基、3月22日(木)に開催する。
⑵　4月度の受講希望者は無し。(3月5日現在)　受講希望の申請が挙がった際は、ローテーションでいくと柳委員の基執り行う。
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	№
	開催日
	開催場所
	講　師
	販社数
	受講者数
	合格者数
	不合格者数

	1
	4月21日
	東北遊商会議室
	柳
	1
	1
	1
	-

	2
	6月16日
	東北遊商会議室
	柳
	1
	2
	2
	-

	3
	7月13日
	東北遊商会議室
	大久保･柳･柏木
	5
	7
	7
	-

	4
	8月21日
	東北遊商会議室
	柳・柏木
	1
	2
	2
	-

	5
	9月15日
	東北遊商会議室
	柏木･大久保
	5
	5
	5
	-

	6
	10月18日
	東北遊商会議室
	柳
	1
	1
	1
	-

	7
	11月22日
	東北遊商会議室
	柏木
	2
	2
	2
	-

	8
	2月7日
	東北遊商会議室
	大久保
	1
	1
	1
	-

	9
	3月22日
	東北遊商会議室
	柏木
	1
	1
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